
　２月１９日（木）、北星学園余市高等学校にて、役場の危機管理対策室による防災学習会が１・２年生を対
象に開催されました。
　前半の講話では、津波発生時の避難行動や地震発生時の対応について説明が行われ、生徒たちは真剣に耳を
傾けていました。
　後半はグループごとに分かれ、体育館を避難所と想定した「避難所開設体験」を実施。段ボールベッドや簡
易ベッドを実際に組み立てることで、避難所の環境づくりをよりリアルに体験しました。生徒からは「思った
より簡単に組み立てられたので、実際の避難所づくりにも協力できると思った」という感想も聞かれました。
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校長は「近年は各地で災害が発生しており、余市でもいつ起きてもおかしくない。今回の学習会で
得た経験を、いざという時に役立てて欲しい」と話していました。

北星学園余市高等学校で防災学習会を実施！

　問合せ　政策推進課 広報統計係　☎２１－２１１７

　令和５年５月に初の水産業支援員として着任し、水産系の高校・大学で学んだこと
などを活かし、余市町の水産業を盛り上げるために様々な活動を行いました。一年目
は余市の海について広く学ぶために、余市郡漁業協同組合の市場や冷凍加工部の仕事
を支援させていただきました。二年目からは定置網漁を営む共栄丸漁業部さんのもと、
漁業の基礎を一から丁寧にご指導いただきました。三年間で漁師としてのスキルだけ
でなく、多くの事業者の方々と交流を深め、余市町の水産業振興に向けた土台を築く
ことができました。
　漁業以外の活動としては、札幌や東京などで余市町産の魚とワインを組み合わせたイベントの開催、講演会
やイベントなどでの登壇、各種イベントで町産の魚の提供を行いました。
　卒業後は余市町内の様々な特産品を包括的に取り揃えたＥＣサイトや実店舗の運営、未活用魚の加工などを
検討していますので、これからも余市町民の皆さまにお力添えいただければ幸いです。

　問合せ　政策推進課 政策調整係　☎２１－２１１７
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　令和５年５月より京都市から余市町に移住し、ワイン産業支援員として研修先のモ
ンガク谷ワイナリーにて、ブドウ栽培とワイン醸造を学びながら活動してきました。
　研修先以外にも、町内にある十数か所のワイナリーやヴィンヤードにおいて支援を
実施してきました。
　活動内容は、国際的な難関ワイン資格ＷＳＥＴディプロマ保有者として、国内外へ
のプロモーション活動を通じて余市町のワインの認知度を高めることで、地域の活性
化につながるよう、力を尽くしてきました。
　そして、米国大学院で得たワイン醸造経験を活かし、町内ワイナリーのワイン分析、研究および開発支援も
実施してきました。
　今後とも余市町に家族４人で定住し、循環型農業を目指して研修先のモンガク谷ワイナリーで引き続き仕事
をする予定です。不断の努力により、日々品質のより高いワインを作ることを目指していきます。
　地域おこし協力隊員として培った経験を活かし、地域の発展に貢献しながら、余市町のワインを世界に広め
る仕事に一生を捧げたいと考えています。
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地域おこし協力隊活動レポート
　　　　　　　　　　　　～２名の隊員が３月で卒業します～
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